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本書について

本書は、身近な地域ごとに「確率論的地震動予測地図」を見ていただくために用意され

たものです。見開き２頁毎に、各都道府県（北海道は各支庁、一部の島嶼部は別頁）の
地図と簡単な解説をまとめてあります。各見開き２頁の内容は、次のようになっています。

・タイトル
・今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率（30年超過確率）
・今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が３％となる震度
・S波速度が 400 m/s 相当の工学的基盤から地表に至る表層地盤での
地震動最大速度増幅率（表層地盤増幅率）

・各都道府県（北海道は各支庁）の代表地点、すなわち
東京都： 都庁の位置
道府県： 道府県庁所在地の市役所の位置
北海道各支庁： 支庁の庁舎位置

における、今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率（30年超過確率）
に対する地震カテゴリー別の影響度の円グラフ（小数四捨五入した整数値を付記）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

・地図概況
・影響度と支配的な地震に関するごく簡単な解説文

代表地点名には確率が高い（3%以上）、やや高い（0.1%～3%）を付記

※ 本書における地震発生確率・地震動超過確率の算定基準日は、平成21年（2009年）1月1日です。
※ 本書に掲載した地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（空間データ基盤）

及び基盤地図情報を使用しています。（承認番号 平20業使、第638号）
※ 本書では、日本測地系を使用しています。
※ 本書に示した行政界は、平成21年（2009年）1月1日時点のものです。
※ 日本領土のうち、南鳥島と沖ノ鳥島では、計算に必要なデータが整備されていないため、地図を作成していません。
※ 湖沼・河川は、白色に表示されています。
※ モデル計算条件により確率がゼロのメッシュも、白色に表示されています。

見開き２頁
左頁 右頁

タイトル

今後30年間に
震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率
（30年超過確率）

S波速度が 400 m/s 相
当の工学的基盤から地
表に至る表層地盤での
地震動最大速度増幅率
（表層地盤増幅率）

今後30年間に
その値以上の揺れに
見舞われる確率が３％
となる震度

地図
概況

代表地点に
おける30年
超過確率に
対する地震カテゴリー
別の影響度とその
簡単な解説文
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札幌 カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅢ
100%

札幌市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

北海道

地図概況

北海道の南東側（太平洋側）では、海溝
型地震（カテゴリーⅠ，Ⅱ）の影響により、
確率・震度ともに大きくなっています。ま
た山地に比べると、盆地や平野部、河川
沿いでは、地盤増幅率が高く、確率・震
度ともに大きくなります。

札幌市役所 ： やや高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の
影響度が最も高くなっています。特に地
震発生確率が高い石狩低地東縁断層
帯による影響が大きいと考えられます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

札幌
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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札幌市

カテゴリーⅢ
100%

カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
0%

石狩支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

石狩支庁

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

西部や北部の山地（増毛山地など）に比
べると、中央部の石狩平野では地盤増幅
率が高く、確率・震度ともに大きくなります。
東側ほど、石狩低地東縁断層帯による地
震（カテゴリーⅢ）の影響が大きくなります。

石狩支庁（札幌市） ： やや高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影
響度が最も高くなっています。特に地震発
生確率が高い石狩低地東縁断層帯によ
る影響が大きいと考えられます。

石狩支庁
（札幌市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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函館市

カテゴリーⅢ
69%

カテゴリーⅠ
31%

カテゴリーⅡ
0%

渡島支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

渡島支庁

地図概況

渡島半島の山地に比べると、沿岸の平野部
（函館平野や内浦湾岸など）や河川沿いで
は、地盤増幅率が高く、確率・震度ともに大
きくなります。また北部には、黒松内低地断
層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響が見られ
ます。

渡島支庁（函館市） ： やや高い。

活断層が特定されていない場所で発生する
地震（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高くなっ
ています。また、三陸沖北部の地震（カテゴ
リーⅠ）の影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

渡島支庁
（函館市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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江差町

カテゴリーⅢ
100%

カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
0%

檜山支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

檜山支庁

地図概況

半島部や島嶼の山地に比べると、日本海
沿岸の平野部、その中でも河川沿いでは、
地盤増幅率が高く、確率・震度ともに大き
くなります。また北部には、黒松内低地断
層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響が見ら
れます。

檜山支庁（江差町） ： やや高い。

活断層が特定されていない場所で発生
する地震（カテゴリーⅢ）の影響度が最も
高くなっています。また、日本海東縁部の
震源断層を予め特定しにくい地震（カテゴ
リーⅢ）の影響度もやや高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

檜山支庁
（江差町）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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倶知安町

カテゴリーⅢ
97%

カテゴリーⅠ
2%

カテゴリーⅡ
1%

後志支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

後志支庁

地図概況

山地に比べると、沿岸の平野部（岩内平野や黒
松内低地など）や河川沿い（尻別川沿いなど）で
は、地盤増幅率が高く、確率・震度ともに大きくな
ります。また南西部には、黒松内低地断層帯の
地震（カテゴリーⅢ）の影響が見られます。

後志支庁（倶知安町） ： 高い。

活断層が特定されていない場所で発生する地震
（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高くなっています。
黒松内低地断層帯などの主要活断層帯の地震
（カテゴリーⅢ）の影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

後志支庁
（倶知安町）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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カテゴリーⅢ
77%

カテゴリーⅠ
3%

カテゴリーⅡ
20%

空知支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

空知支庁

地図概況

周辺部の山地（夕張山地、天塩山地、増毛山地）
に比べると、河川沿いの盆地や平野（石狩平野
など）では、地盤増幅率が高く、確率・震度ともに
大きくなります。

空知支庁（岩見沢市） ： 高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響度が
最も高くなっています。特に地震発生確率が高い
石狩低地東縁断層帯による影響が大きいと考え
られます。次いで、活断層が特定されていない場
所で発生する地震（カテゴリーⅢ）や、千島海溝
沿いの沈み込んだ太平洋プレート内のやや深い
地震（カテゴリーⅡ）の影響が見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

空知支庁
（岩見沢市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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旭川市

カテゴリーⅢ
100%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅠ
0%

上川支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

上川支庁

地図概況

周辺部の山地（北見山地、石狩山地、夕張
山地、天塩山地など）に比べると、山間の盆
地（名寄盆地、上川盆地、富良野盆地）や河
川沿いでは、地盤増幅率が高く、確率・震度
ともに大きくなります。

上川支庁（旭川市） ： やや高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響
度が最も高くなっています。主に、増毛山地
東縁断層帯・沼田－砂川付近の断層帯によ
るものと考えられます。活断層が特定されて
いない場所で発生する地震（カテゴリーⅢ）
の影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

上川支庁
（旭川市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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留萌市

カテゴリーⅢ
100%

カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
0%

留萌支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

留萌支庁

地図概況

山地（天塩山地、増毛山地）に比べると、河
川沿いや沿岸の平野部（特に天塩川流域か
ら天塩平野にかけて）では、地盤増幅率が
高く、確率・震度ともに大きくなります。

留萌支庁（留萌市） ： やや高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響
度が最も高くなっています。主に、増毛山地
東縁断層帯によるものと考えられます。活断
層が特定されていない場所で発生する地震
（カテゴリーⅢ）の影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

留萌支庁
（留萌市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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宗谷支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

宗谷支庁

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

稚内市

カテゴリーⅢ
100%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

山地に比べると、河川・湖沼沿いや沿岸の平
野部（天塩平野、幕別平野、頓別平野など）で
は、地盤増幅率が高く、確率・震度ともに大き
くなる傾向にあります。また北部には、主要活
断層帯以外の活断層に発生する地震（カテゴ
リーⅢ）の影響が見られます。

宗谷支庁（稚内市） ： やや高い。

主要活断層帯以外の活断層に発生する地震
（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高くなっていま
す。活断層が特定されていない場所で発生す
る地震（カテゴリーⅢ）の影響度も高くなってい
ます。

宗谷支庁（稚内市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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網走市

カテゴリーⅢ
73%

カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
27%

網走支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

網走支庁

地図概況

山地（北見山地、石狩山地など）に比べると、河川・
湖沼沿いの沿岸の平野部（斜里平野など）や盆地
（北見盆地）では、地盤増幅率が高く、確率・震度と
もに大きくなる傾向にあります。特に東部では、千
島海溝沿いの沈み込んだ太平洋プレート内の地震
（カテゴリーⅡ）の影響が大きくなっています。

網走支庁（網走市） ： やや高い。

主要活断層帯以外の活断層で発生する地震（カテ
ゴリーⅢ）の影響度が最も高くなっています。また、
千島海溝沿いの沈み込んだ太平洋プレート内のや
や深い地震・やや浅い地震（ともにカテゴリーⅡ）の
影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

網走支庁
（網走市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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室蘭市

カテゴリーⅢ
71%

カテゴリーⅡ
11%

カテゴリーⅠ
18%

胆振支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

胆振支庁

地図概況

山地に比べると、沿岸の平野部（勇払平野
など）や河川沿い、一部の湖沼沿いでは、
地盤増幅率が高く、確率・震度ともに大きく
なります。また東側ほど、千島海溝沿いの
沈み込んだ太平洋プレート内の地震（カテ
ゴリーⅡ）や石狩低地東縁断層帯の地震
（カテゴリーⅢ）の影響が大きくなります。

胆振支庁（室蘭市） ： やや高い。

活断層が特定されていない場所で発生す
る地震（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高く
なっています。三陸沖北部の地震（カテゴ
リーⅠ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

胆振支庁
（室蘭市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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浦河町
カテゴリーⅢ

6% カテゴリーⅠ
13%

カテゴリーⅡ
81%

日高支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

日高支庁

地図概況

日高山脈に比べると、沿岸部の一部や河川沿いでは、地
盤増幅率が高く、確率・震度ともに大きくなる傾向にありま
す。また南部では、千島海溝沿いの沈み込んだ太平洋プ
レート内で発生する地震（カテゴリーⅡ）や太平洋プレート
のプレート間およびプレート内の震源を予め特定しにくい
地震（カテゴリーⅡ）の影響が大きくなります。

日高支庁（浦河町） ： 高い。

千島海溝沿いの沈み込んだ太平洋プレート内のやや深い
地震・やや浅い地震（ともにカテゴリーⅡ）の影響度が高く
なっています。太平洋プレートのプレート間およびプレート
内の震源を予め特定しにくい地震（カテゴリーⅡ）や、三陸
沖北部の地震（カテゴリーⅠ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

日高支庁
（浦河町）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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帯広市
カテゴリーⅢ

4%

カテゴリーⅠ
3%

カテゴリーⅡ
93%

十勝支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

十勝支庁

地図概況

周辺部の山地（日高山脈、石狩山地など）や
丘陵（白糠丘陵）に比べると、十勝平野、その
中でも特に河川沿いや沿岸部では、地盤増
幅率が高く、確率・震度ともに大きくなります。

十勝支庁（帯広市） ： 高い。

千島海溝沿いの沈み込んだ太平洋プレート
内のやや深い地震（カテゴリーⅡ）の影響度
が最も高くなっています。次いで、同プレート
内のやや浅い地震（カテゴリーⅡ）の影響度
が高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

十勝支庁
（帯広市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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釧路市
カテゴリーⅢ

2%

カテゴリーⅠ
26%

カテゴリーⅡ
72%

釧路支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

釧路支庁

地図概況

南東側ほど、海溝型地震（カテゴリーⅠ，Ⅱ）
の影響が大きくなります。また北西部の山地
や丘陵（白糠丘陵）に比べると、南東部の釧
路平野や根釧台地、その中でも特に河川沿
いや低湿地、沿岸部では、地盤増幅率が高
く、確率・震度ともに大きくなります。

釧路支庁（釧路市） ： 高い。

千島海溝沿いの沈み込んだ太平洋プレート
内のやや深い地震・やや浅い地震（ともにカ
テゴリーⅡ）の影響度が高くなっています。ま
た、十勝沖・根室沖の地震（カテゴリーⅠ）の
影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

釧路支庁
（釧路市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率



30

根室市
カテゴリーⅢ

1%

カテゴリーⅡ
62%

カテゴリーⅠ
37%

根室支庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

根室支庁（北方四島を除く）

地図概況

南東側ほど、海溝型地震（カテゴリーⅠ，Ⅱ）の影響
が大きくなります。また北部の山地に比べると、南部
の根釧台地や沿岸部、それらの中でも特に河川・湖
沼沿いや低湿地では、地盤増幅率が高く、確率・震
度ともに大きくなります。

根室支庁（根室市） ： 高い。

カテゴリーⅡの地震の影響度が最も高くなっています。
これは、千島海溝沿いの沈み込んだ太平洋プレート
内のやや深い地震・やや浅い地震や、沈み込んだ太
平洋プレート内の震源を予め特定しにくい地震による
ものと考えられます。また、十勝沖・根室沖の地震（カ
テゴリーⅠ）の影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

根室支庁
（根室市）
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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根室支庁（北方四島）

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

地図概況

千島海溝に沿う列島という地理的条件から、
海溝型地震（カテゴリーⅠ，Ⅱ）の影響が大
きく、特に低湿地や沿岸部では、確率・震度
ともに大きくなると考えられます。
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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青森

カテゴリーⅢ
66%

カテゴリーⅡ
4%

カテゴリーⅠ
30%

青森市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

青森県

地図概況

平野部（津軽平野、青森平野、三本木原など）
や沿岸部では、周囲の山地に比べると地盤増
幅率が高く、確率・震度ともに大きくなります。
また東部では、海溝型地震（カテゴリーⅠ，Ⅱ）
の影響が大きくなります。

青森市役所 ： やや高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高くなって
います。活断層が特定されていない場所で発
生する地震や、主要活断層帯の地震（近傍の
青森湾西岸断層帯の地震）によるものと考えら
れます。また、三陸沖北部の地震（カテゴリー
Ⅰ）の影響度も相対的に高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

青森市役所

※ 青森県西方沖の久六島については、計算に必要なデータが整備されていないため、地図を作成していません。
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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盛岡

カテゴリーⅡ
30%

カテゴリーⅢ
48%

カテゴリーⅠ
22%

盛岡市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

岩手県

地図概況

東部になるほど、三陸沖北部の地震に代表される
海溝型の地震（カテゴリーⅠ，Ⅱ）や、宮城県沖地
震（カテゴリーⅠ）の影響を受けて、確率・震度とも
に大きくなります。また、河川沿いや盆地、沿岸部
の低地では、北上山地などの山地に比べると地
盤増幅率が高く、確率・震度ともに大きくなります。

盛岡市役所 ： やや高い。

活断層が特定されていない場所で発生する地震
（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高くなっています。
次いで、三陸沖北部の地震に代表される海溝型
の地震（カテゴリーⅠ，Ⅱ）の影響度も高くなって
います。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

盛岡
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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仙台

カテゴリーⅠ
75%

カテゴリーⅢ
24%

カテゴリーⅡ
1%

仙台市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

宮城県

地図概況

仙台平野や河川沿いの低地などでは、周囲の
山地に比べると地盤増幅率が高く、宮城県沖地
震（カテゴリーⅠ）の震源域に近いこともあって、
確率・震度ともに非常に大きくなります。

仙台市役所 ： 高い。

今後30年以内の地震発生確率が99%以上とい

う宮城県沖地震（カテゴリーⅠ）の震源域に近い
ため、その地震の影響度が非常に高くなってい
ます。また、長町－利府線断層帯の地震（カテゴ
リーⅢ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

仙台
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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秋田 カテゴリーⅠ
3%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅢ
97%

秋田市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

秋田県

地図概況

日本海沿岸の平野（能代平野、秋田平野、本庄
平野）や盆地（大館盆地、横手盆地など）、河川
沿いでは、周辺の山地に比べると地盤増幅率が
高く、確率・震度ともに大きくなります。

秋田市役所 ： 高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高く支配的
です。主に、秋田県沖の地震や、活断層が特定
されていない場所で発生する地震によると考え
られます。佐渡島北方沖の地震や、日本海東縁
部の震源断層を予め特定しにくい地震の影響も
見られます（以上全てカテゴリーⅢ） 。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

秋田
市役所



41

今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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山形

カテゴリーⅠ
11%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅢ
89%

山形市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

山形県

地図概況

日本海沿岸の庄内平野や、河川沿いの山間
の盆地（新庄盆地、山形盆地、米沢盆地）では、
周辺の山地に比べると地盤増幅率が高く、確
率・震度ともに大きくなります。

山形市役所 ： やや高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高く支配
的です。主に、山形盆地断層帯北部および南
部の地震や、活断層が特定されていない場所
で発生する地震によると考えられます。また、
宮城県沖地震（カテゴリーⅠ）の影響も見られ
ます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

山形
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率



44

福島

カテゴリーⅠ
42%

カテゴリーⅡ
8%

カテゴリーⅢ
50%

福島市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

福島県

地図概況

山地（阿武隈山地、奥羽山脈、越後山脈など）に比
べると、太平洋沿岸の平野部や山間の盆地（福島
盆地、郡山盆地、会津盆地など）、河川・湖沼沿い
では、地盤増幅率が高く、確率・震度ともに大きくな
ります。

福島市役所 ： やや高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高くなっていま
す。主要活断層帯以外の活断層に発生する地震
や、活断層が特定されていない場所で発生する地
震によると考えられます。また、宮城県沖地震（カ
テゴリーⅠ）の影響度も相対的に高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

福島市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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水戸

カテゴリーⅡ
98%

カテゴリーⅢ
1%

カテゴリーⅠ
1%

水戸市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

茨城県

地図概況

北部の山地（八溝山地など）に比べると、沿岸
の平野部や関東平野、その中でも特に河川・
湖沼沿いの低地では、地盤増幅率が高く、確
率・震度ともに大きくなります。

水戸市役所 ： 高い。

カテゴリーⅡの地震の影響度が最も高く支配
的です。主に、沈み込む太平洋プレートのプ
レート内およびプレート間の震源を予め特定
しにくい地震によると考えられます。南関東で
発生するマグニチュード7程度の地震の影響

も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

水戸
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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宇都宮
カテゴリーⅠ

4%
カテゴリーⅢ

18%

カテゴリーⅡ
78%

宇都宮市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

栃木県

地図概況

東部や西部の山地（八溝山地、足尾山地など）
に比べると、中央部から南部にかけての関東平
野や河川・湖沼沿いでは、地盤増幅率が高く、
確率・震度ともに大きくなります。県内の関東平
野では南ほど地盤増幅率が高くなる傾向があり
ます。

宇都宮市役所 ： やや高い。

カテゴリーⅡの地震の影響度が最も高くなって
います。南関東で発生するマグニチュード7程度

の地震や、沈み込む太平洋プレート内の震源を
予め特定しにくい地震の影響と考えられます。ま
た、活断層が特定されていない場所で発生する
地震（カテゴリーⅢ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

宇都宮
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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前橋

カテゴリーⅠ
71%

カテゴリーⅡ
4%

カテゴリーⅢ
25%

前橋市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

群馬県

地図概況

北部から西部にかけての山地に比べると、
山間の盆地や河川・沼地沿い、更には南東
部の関東平野では、地盤増幅率が高く、確
率・震度ともに大きい傾向にあります。また、
県の南側では、南海トラフの地震（カテゴリー
Ⅰ）の影響も大きくなります。

前橋市役所 ： やや高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度が
最も高くなっています。活断層が特定されて
いない場所で発生する地震や、関東平野北
西縁断層帯などの主要活断層帯の地震（と
もにカテゴリーⅢ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

前橋
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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さいたま

カテゴリーⅠ
39%

カテゴリーⅡ
56%

カテゴリーⅢ
5%

さいたま市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

埼玉県

地図概況

西部の山地（関東山地）に比べると、東部
の関東平野、その中でも特に河川沿いの
低地では、地盤増幅率が高く、確率・震度
ともに大きくなります。

さいたま市役所 ： 高い。

南関東で発生するマグニチュード7程度の

地震（カテゴリーⅡ）や、南海トラフの地震
（カテゴリーⅠ）の影響度が高くなっていま
す。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

さいたま市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率



54

千葉

カテゴリーⅡ
82%

カテゴリーⅢ
3% カテゴリーⅠ

15%

千葉市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

千葉県

地図概況

南部の房総丘陵に比べると、その他の地
域、特に沿岸低地や埋立地、河川・沼地
沿いでは、地盤増幅率が高く、確率・震度
ともに大きくなります。

千葉市役所 ： 高い。

カテゴリーⅡの地震の影響度が最も高く
なっています。南関東で発生するマグニ
チュード7程度の地震や、沈み込む太平

洋プレート内の震源を予め特定しにくい
地震によると考えられます。南海トラフの
地震（カテゴリーⅠ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

千葉
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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東京

カテゴリーⅠ
35%

カテゴリーⅡ
59%

カテゴリーⅢ
6%

東京都庁の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

東京都（伊豆諸島・小笠原諸島を除く）

地図概況

西部（関東山地）に比べると、東部（下町低
地）や、中部（武蔵野台地）の中小河川沿い
では、地盤増幅率が高く、確率・震度ともに
大きくなります。

東京都庁 ： 高い。

海溝型地震の影響度が高くなっています。
最も影響度が高いのは南関東で発生する
マグニチュード7程度の地震（カテゴリーⅡ）

です。次いで、南海トラフの地震（カテゴリー
Ⅰ）の影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

東京都庁
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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東京都（伊豆諸島）

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

御蔵島以北

八丈島・青ヶ島

鳥島須美寿島

地図概況

諸島北部ほど、フィリピン海プレートが
沈み込む相模トラフや南海トラフに近づ
くため、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）
の影響で、確率・震度ともに相対的に大
きくなります。各島内では、沿岸低地な
どで地盤増幅率が高く、確率・震度とも
に大きくなると考えられます。

なお、銭洲、ベヨネース列岩、孀婦岩の
掲載を割愛しています。
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率

御蔵島以北

八丈島・青ヶ島

鳥島須美寿島

御蔵島以北

八丈島・青ヶ島

鳥島須美寿島
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東京都（小笠原諸島）

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

父島・母島

硫黄島

西之島

地図概況

各島内では、沿岸低地などで相対的に
地盤増幅率が高く、確率・震度ともに相
対的に大きくなると考えられます。

なお、南鳥島と沖ノ鳥島では、計算に必
要なデータが整備されていないため、地
図を作成していません。
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率

父島・母島

硫黄島

西之島

父島・母島

硫黄島

西之島
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横浜

カテゴリーⅠ
42%

カテゴリーⅡ
45%

カテゴリーⅢ
13%

横浜市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

神奈川県

地図概況

山地（箱根、丹沢山地など）や丘陵（大磯丘陵、
多摩丘陵など）に比べると、その他の地域、特
に沿岸や河川沿いの平野部（足柄平野、相模
原、鶴見川沿いの低地など）・埋立地では、地
盤増幅率が高く、確率・震度ともに大きくなりま
す。

横浜市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）や、南関東で
発生するマグニチュード7程度の地震（カテゴ

リーⅡ）の影響度が高くなっています。これに
加えて主要活断層帯のうち発生確率が高い
神縄・国府津－松田断層帯や三浦半島断層
群の地震（カテゴリーⅢ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

横浜
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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新潟 カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅢ
100%

地図概況

越後山脈などの山地や丘陵に比べると、
日本海沿岸の平野（越後平野、高田平野、
国中平野など）や山間の盆地、河川沿い
では、地盤増幅率が高く、確率・震度とも
に大きくなります。

新潟市役所 ： 高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が支配的で
す。最も影響度が高いのは活断層が特定
されていない場所で発生する地震です。
次いで、佐渡島北方沖の地震の影響度が
高くなっています。

新潟市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

新潟県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

新潟
市役所



65

今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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富山 カテゴリーⅠ
5%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅢ
95%

富山市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

富山県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

東部（飛騨山脈）から南部、西部にかけ
ての山地や丘陵に比べると、それらに
囲まれた平野部（富山平野、砺波平野
など）や河川沿いでは、地盤増幅率が
高く、確率・震度ともに大きくなります。

富山市役所 ： 高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の
影響度が最も高くなっています。地震発
生確率の高い砺波平野断層帯・呉羽山
断層帯や邑知潟断層帯、魚津断層帯の
影響が大きいと考えられます。

富山
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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金沢 カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
0%

カテゴリーⅢ
100%

金沢市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

石川県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

能登半島の丘陵や南部の山地に比べ
ると、金沢平野や能登半島の平野部で
は、地盤増幅率が高く、確率・震度とも
に大きくなります。

金沢市役所 ： やや高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の
影響度が最も高くなっています。これは
主に地震発生確率の高い邑知潟断層
帯や、森本・富樫断層帯の影響が大き
いと考えられます。

金沢
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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福井

カテゴリーⅠ
44%

カテゴリーⅡ
6%

カテゴリーⅢ
50%

福井市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

福井県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

福井平野や日本海沿岸の低地、山間の盆地、
河川沿いは、周囲の山地に比べると地盤増幅
率が高く、確率・震度ともに大きくなっています。

福井市役所 ： 高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が高くなっていま
す。主に、活断層が特定されていない場所で発
生する地震によると考えられますが、主要活断
層帯である福井平野東縁断層帯主部の地震
の影響も見られます。また、南海トラフの地震
（カテゴリーⅠ）の影響度も高くなっています。

福井
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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甲府

カテゴリーⅡ
1%

カテゴリーⅠ
86%

カテゴリーⅢ
13%

甲府市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

山梨県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

南部では南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）
の影響が強く、また、甲府盆地や河川沿い
の低地では、周囲の山地に比べると地盤
増幅率が高く、確率・震度ともに大きくなり
ます。

甲府市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度
が最も高く支配的です。主要活断層帯の
地震（カテゴリーⅢ）の影響も見られます。
糸魚川－静岡構造線断層帯や、曽根丘陵
断層帯の影響と考えられます。

甲府
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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長野 カテゴリーⅠ
2% カテゴリーⅡ

0%

カテゴリーⅢ
98%

長野市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

長野県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

山間の盆地（長野盆地、諏訪盆地など）や河川
沿いの低地では、周囲の山地に比べると地盤
増幅率が高く、確率・震度ともに大きくなります。
特に地震発生確率の高い糸魚川－静岡構造
線断層帯沿いでは、その傾向が顕著です。また
南側ほど、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の
影響が大きくなります。

長野市役所 ： 高い。

主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響度
が最も高くなっています。これは主に、長野県
の中央部を南北に走る、地震発生確率の高い
糸魚川－静岡構造線断層帯によるものです。

長野市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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岐阜

カテゴリーⅢ
13%

カテゴリーⅡ
5%

カテゴリーⅠ
82%

岐阜市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

岐阜県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

南部では、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の
影響が大きくなっています。また、南部の濃尾
平野では地盤増幅率が高く、確率・震度ともに
大きくなります。山間の盆地や河川沿いの低
地では、周辺の山地に比べると地盤増幅率が
高く、確率・震度ともに大きい傾向にあります。

岐阜市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源域に
近いため、その影響度が非常に高くなってい
ます。次いで、活断層が特定されていない場
所で発生する地震（カテゴリーⅢ）の影響も見
られます。

岐阜
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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静岡

カテゴリーⅠ
91%

カテゴリーⅡ
3%

カテゴリーⅢ
6%

静岡市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

静岡県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響
が圧倒的で、確率や震度は南海トラフか
らの距離に大きく依存しています。伊豆
半島や県の北側の山地、南西部の台地
に比べると、海沿いの平野部の地盤増
幅率が高くなっています。

静岡市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源
域に近いため、その影響度が非常に高く
支配的です。

静岡
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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名古屋 カテゴリーⅢ
4%カテゴリーⅡ

4%

カテゴリーⅠ
92%

名古屋市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

愛知県

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

地図概況

北東部の山地や一部の丘陵に比べると、
濃尾平野・岡崎平野・豊橋平野などでは
地盤増幅率が高くなっています。南部を
中心に南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）
の影響が非常に大きいことや、周辺に活
断層が多い地域でもあることから、全体
的に確率・震度ともに大きくなっています。

名古屋市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源
域に近いため、その影響度が非常に高く
支配的です。

名古屋
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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津

カテゴリーⅠ
85%

カテゴリーⅡ
8%

カテゴリーⅢ
7%

津市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

三重県

地図概況

伊勢湾岸や太平洋沿岸を中心に、南海ト
ラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響が大きく
なっています。また、山地（養老山地、鈴
鹿山脈、布引山地、紀伊山地など）に比べ
ると、沿岸の平野部（伊勢平野など）や盆
地（上野盆地）、河川沿いでは、地盤増幅
率が高く、確率・震度ともに大きくなります。

津市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源域
に近いため、その影響度が非常に高く支
配的です。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

津
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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大津

カテゴリーⅠ
65%

カテゴリーⅡ
3%

カテゴリーⅢ
32%

大津市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

滋賀県

地図概況

琵琶湖沿岸の低地（近江盆地）などでは、
周辺部の山地（伊吹山地、鈴鹿山脈、比
良山地など）に比べると、地盤増幅率が高
く、確率・震度ともに大きくなります。

大津市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度
が最も高くなっていますが、主要活断層帯
の地震（カテゴリーⅢ）の影響度も高くなっ
ています。これは主に、近傍にある琵琶湖
西岸断層帯の影響と考えられます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

大津
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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京都

カテゴリーⅠ
65%カテゴリーⅡ

3%

カテゴリーⅢ
32%

京都市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

京都府

地図概況

県の大部分を占める山地に比べると、盆地
（京都盆地、亀岡盆地、福知山盆地）や日本
海沿岸の低地、河川沿いでは、地盤増幅率
が高く、確率・震度ともに大きくなります。ま
た、南側ほど、南海トラフの地震（カテゴリー
Ⅰ）の影響が大きくなっています。

京都市役所 ： 高い。

南海トラフの地震の影響度（カテゴリーⅠ）が
最も高くなっていますが、琵琶湖西岸断層帯
など、主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）
の影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

京都
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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大阪

カテゴリーⅠ
79%

カテゴリーⅡ
6%

カテゴリーⅢ
15%

大阪市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

大阪府

地図概況

県周辺部の山地（生駒山地、金剛山地、和泉
山脈など）に比べると、大阪平野では地盤増
幅率が高く、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）
の影響が大きいことや、周辺に活断層が多い
地域でもあることから、確率・震度ともに大きく
なります。

大阪市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度が
最も高くなっていますが、上町断層帯など、主
要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響も見
られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

大阪
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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神戸

カテゴリーⅠ
72%

カテゴリーⅡ
5%

カテゴリーⅢ
23%

神戸市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

兵庫県

地図概況

山地（六甲山地、中国山地、丹後山地など）
に比べると、瀬戸内海沿岸の平野部（大阪
平野、播磨平野、洲本平野など）や盆地（豊
岡盆地など）、河川沿いでは、地盤増幅率
が高く、確率・震度ともに大きくなります。

神戸市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度
が最も高くなっていますが、主要活断層帯
の地震（カテゴリーⅢ）の影響も見られます。
上町断層帯や山崎断層帯などの影響と考
えられます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

神戸
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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奈良

カテゴリーⅠ
80%

カテゴリーⅡ
6%

カテゴリーⅢ
14%

奈良市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

奈良県

地図概況

県の大部分を占める山地（紀伊山地、
笠置山地など）に比べると、河川沿いや
盆地（奈良盆地など）では、地盤増幅率
が高く、確率・震度ともに大きくなります。
また南側ほど、南海トラフの地震（カテゴ
リーⅠ）の影響が大きくなっています。

奈良市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響
度が最も高くなっていますが、主要活断
層帯の地震（カテゴリーⅢ）の影響も見
られます。これは主に、奈良盆地東縁断
層帯の影響と考えられます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

奈良市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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和歌山

カテゴリーⅠ
84%

カテゴリーⅡ
5%

カテゴリーⅢ
11%

和歌山市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

和歌山県

地図概況

南側ほど、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）
の影響が大きくなっています。また、県の大
部分を占める山地（紀伊山地、和泉山脈）に
比べると、河川沿いや沿岸の平野部（和歌山
平野など）では、地盤増幅率が高く、確率・震
度ともに大きくなります。

和歌山市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度が
最も高くなっていますが、活断層が特定され
ていない場所で発生する地震（カテゴリーⅢ）
の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

和歌山
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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鳥取

カテゴリーⅠ
14%

カテゴリーⅡ
1%

カテゴリーⅢ
85%

鳥取市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

鳥取県

地図概況

南部の山地に比べると、北部の日本海沿岸の
平野部（鳥取平野、倉吉平野、米子平野など）
や河川沿いでは、地盤増幅率が高く、確率・震
度ともに大きくなります。

鳥取市役所 ： 高い。

最も影響度が高いのは、活断層が特定されて
いない場所で発生する地震（カテゴリーⅢ）で
す。また、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の
影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

鳥取
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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松江
カテゴリーⅡ

1%

カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅢ
99%

松江市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

島根県

地図概況

日本海沿岸の平野部（松江平野、出雲
平野など）や山間の河川沿いでは、周
辺の山地に比べると地盤増幅率が高く、
確率・震度ともに大きくなります。

松江市役所 ： やや高い。

活断層が特定されていない場所で発生
する地震（カテゴリーⅢ）の影響度が最
も高く支配的です。また、主要活断層帯
以外の活断層の地震（カテゴリーⅢ）の
影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

松江市役所



99

今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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岡山 カテゴリーⅢ
7%カテゴリーⅡ

5%

カテゴリーⅠ
88%

岡山市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

岡山県

地図概況

瀬戸内海沿岸の平野部（岡山平野など）
や盆地（津山盆地）、河川沿いでは、周
囲の山地に比べると地盤増幅率が高く、
確率・震度ともに大きくなります。また南
部は、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）
の影響で、確率・震度ともに大きくなって
います。

岡山市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響
度が最も高く支配的です。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

岡山
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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広島

カテゴリーⅠ
45%

カテゴリーⅡ
42%

カテゴリーⅢ
13%

広島市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

広島県

地図概況

瀬戸内海沿岸の平野部（広島平野、福山平野
など）や盆地（西条盆地など）、河川沿いでは、
周囲の山地に比べると地盤増幅率が高く、確
率・震度ともに大きくなります。南部では南海ト
ラフの地震（カテゴリーⅠ）や、安芸灘～伊予灘
～豊後水道の沈み込むフィリピン海プレート内
地震（カテゴリーⅡ）の影響で、確率・震度とも
に大きくなっています。

広島市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度が高
くなっていますが、安芸灘～伊予灘～豊後水道
のプレート内地震（カテゴリーⅡ）の発生領域に
近いため、その影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

広島
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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山口

カテゴリーⅢ
75%

カテゴリーⅡ
12%

カテゴリーⅠ
13%

山口市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

山口県

地図概況

沿岸の平野部や盆地（山口盆地など）、河川沿いで
は、周囲の山地に比べると地盤増幅率が高く、確
率・震度ともに大きくなります。南東部は、安芸灘～
伊予灘～豊後水道の沈み込むフィリピン海プレート
内地震（カテゴリーⅡ）の影響で、確率・震度ともに
大きくなっています。

山口市役所 ： 高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高くなっていま
す。周防灘断層群などの主要活断層帯の地震や、
活断層が特定されていない場所で発生する地震に
よるものと考えられます。また、南海トラフの地震
（カテゴリーⅠ）や、安芸灘～伊予灘～豊後水道の
プレート内地震（カテゴリーⅡ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

山口市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率



106

徳島

カテゴリーⅠ
88%

カテゴリーⅡ
7%

カテゴリーⅢ
5%

徳島市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

徳島県

地図概況

沿岸の平野部（徳島平野など）や河川沿
いでは、周囲の山地に比べると地盤増幅
率が高く、確率・震度ともに大きくなります。

徳島市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源
域に近いため、その影響度が非常に高く
支配的です。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

徳島
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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高松
カテゴリーⅢ

4%

カテゴリーⅡ
5%

カテゴリーⅠ
91%

高松市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

香川県

地図概況

北部の讃岐平野では、北部に点在する山
に比べると、地盤増幅率が高く、確率・震
度ともに大きくなります。南部は山地です
が、南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影
響で震度が大きくなっています。

高松市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源
域に近いため、その影響度が非常に高く
支配的です。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

高松市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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松山

カテゴリーⅢ
2%

カテゴリーⅡ
23%

カテゴリーⅠ
75%

松山市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

愛媛県

地図概況

沿岸の平野部（松山平野、今治平野、新居浜
平野など）や山間の河川沿いなどでは、周囲
の山地に比べると地盤増幅率が高く、確率・
震度ともに大きくなります。また南側ほど、南
海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響が大き
くなっています。

松山市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源域に
近いため、その影響度が非常に高くなってい
ます。また、安芸灘～伊予灘～豊後水道のプ
レート内地震（カテゴリーⅡ）の発生領域に近
いことから、その影響度も高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

松山
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率



112

高知
カテゴリーⅢ

5%
カテゴリーⅡ

14%

カテゴリーⅠ
81%

高知市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

高知県

地図概況

南側ほど南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の
影響が大きくなっています。また、沿岸の平
野部（高知平野、中村平野など）や山間の河
川沿いでは、周囲の山地に比べると地盤増
幅率が高く、確率・震度ともに大きくなります。

高知市役所 ： 高い。

南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の震源域に
近いため、その影響度が非常に高くなってい
ます。また、沈み込むフィリピン海プレート内
の震源を予め特定しにくい地震（カテゴリー
Ⅱ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

高知
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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福岡 カテゴリーⅠ
4% カテゴリーⅡ

3%

カテゴリーⅢ
93%

福岡市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

福岡県

地図概況

沿岸の平野部（福岡平野、直方平野、豊前行
橋平野、筑紫平野など）や河川沿いの低地で
は、周囲の山地に比べると地盤増幅率が高く、
確率・震度ともに大きくなります。

福岡市役所 ： 高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高く支配
的です。主に、発生確率の高い警固断層帯
南東部の地震や、活断層が特定されていな
い場所で発生する地震によると考えられます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

福岡
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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佐賀

カテゴリーⅡ
6%

カテゴリーⅠ
9%

カテゴリーⅢ
85%

佐賀市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

佐賀県

地図概況

沿岸の平野部（筑紫平野など）や河川沿い
の低地では、周囲の山地に比べると地盤増
幅率が高く、確率・震度ともに大きくなります。

佐賀市役所 ： 高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高くなっ
ています。主に、活断層が特定されていない
場所で発生する地震によるものと考えられま
すが、主要活断層帯の地震（警固断層帯南
東部の地震など）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

佐賀
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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長崎
カテゴリーⅠ

0%
カテゴリーⅡ

0%

カテゴリーⅢ
100%

長崎市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

長崎県

地図概況

半島や島嶼などの沿岸の平野部や河川
沿いでは、周囲の山地に比べると地盤増
幅率が高く、確率・震度ともに大きくなりま
す。

長崎市役所 ： やや高い。

カテゴリーⅢの地震の影響度が最も高く
支配的です。活断層が特定されていない
場所で発生する地震や、主要活断層帯
の地震（主に雲仙断層群の地震）による
ものと考えられます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

長崎
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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熊本

カテゴリーⅠ
9%

カテゴリーⅢ
79%

カテゴリーⅡ
12%

熊本市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

熊本県

地図概況

沿岸の平野部（熊本平野、八代平野、菊池平
野など）や盆地（人吉盆地）、河川沿いでは、
周囲の山地に比べると地盤増幅率が高く、確
率・震度ともに大きくなります。

熊本市役所 ： 高い。

活断層が特定されていない場所で発生する地
震（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高くなってい
ますが、主要活断層帯の地震（カテゴリーⅢ）
の影響も見られます。これは近傍にある布田
川・日奈久断層帯の地震によるものであると
考えられます。また、沈み込むフィリピン海プ
レート内の震源を予め特定しにくい地震（カテ
ゴリーⅡ）の影響も見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

熊本
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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大分

カテゴリーⅠ
59%

カテゴリーⅡ
28%

カテゴリーⅢ
13%

大分市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

大分県

地図概況

沿岸の平野部（大分平野、中津平野など）や山間
の河川沿いなどでは、周囲の山地に比べると地
盤増幅率が高く、確率・震度ともに大きくなります。

大分市役所 ： 高い。

最も影響度が高いのは南海トラフの地震（カテゴ
リーⅠ）です。安芸灘～伊予灘～豊後水道のプ
レート内地震や、沈み込むフィリピン海プレート内
の震源を予め特定しにくい地震（ともにカテゴリー
Ⅱ）の影響も見られます。また、活断層が特定さ
れていない場所で発生する地震や、別府－万年
山断層帯の地震（ともにカテゴリーⅢ）の影響も
見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

大分市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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宮崎

カテゴリーⅠ
23%

カテゴリーⅢ
9%

カテゴリーⅡ
68%

宮崎市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

宮崎県

地図概況

沿岸の平野部（宮崎平野、延岡平野など）や盆
地（小林盆地、都城盆地）、河川沿いでは、周囲
の山地に比べると地盤増幅率が高く、確率・震
度ともに大きくなります。

宮崎市役所 ： 高い。

カテゴリーⅡの地震の影響度が最も高くなってい
ます。主に、日向灘のひとまわり小さいプレート
間地震や、沈み込むフィリピン海プレート内の震
源を予め特定しにくい地震によるものと考えられ
ます。南海トラフの地震（カテゴリーⅠ）の影響度
も相対的に高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

宮崎
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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鹿児島
カテゴリーⅠ

1%

カテゴリーⅡ
24%

カテゴリーⅢ
75%

鹿児島市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

鹿児島県（奄美地方を除く）

地図概況

島嶼も含めた沿岸の平野部（肝属平野、川内
平野など）や盆地（大口盆地など）、河川沿い
では、周囲の山地に比べると地盤増幅率が高
く、確率・震度ともに大きくなります。

鹿児島市役所 ： 高い。

南西諸島付近の震源断層を予め特定しにくい
地震（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高くなって
います。次いで、沈み込むフィリピン海プレート
内の震源を予め特定しにくい地震（カテゴリー
Ⅱ）や、活断層が特定されていない場所で発生
する地震（カテゴリーⅢ）の影響が見られます。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

鹿児島
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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鹿児島県（奄美地方）

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

地図概況

沿岸の低地などでは、山地に比べる
と地盤増幅率が高く、確率・震度とも
に大きくなります。
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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那覇 カテゴリーⅠ
0%

カテゴリーⅡ
39%

カテゴリーⅢ
61%

那覇市役所の位置における 今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率に対する 地震カテゴリー別の影響度

沖縄県（宮古島・八重山地方、大東島地方を除く）

地図概況

沿岸の低地の地盤増幅率は高く、確率・震度
ともに大きくなります。山地がある島嶼では、
山地の地盤増幅率は低く、沿岸の低地に比べ
ると確率や震度がやや小さくなっています。

那覇市役所 ： 高い。

南西諸島付近の震源断層を予め特定しにくい
地震（カテゴリーⅢ）の影響度が最も高くなって
います。次いで、沈み込むフィリピン海プレート
内の震源を予め特定しにくい地震（カテゴリー
Ⅱ）の影響度が高くなっています。

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

カテゴリーⅠ： 海溝型地震のうち震源断層を特定できる地震
カテゴリーⅡ： 海溝型地震のうち震源断層を特定しにくい地震
カテゴリーⅢ： 活断層など陸域と海域の浅い地震

那覇
市役所
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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沖縄県（宮古島・八重山地方）

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

地図概況

沿岸の低地などでは、山地に比べる
と地盤増幅率が高く、確率・震度とも
に大きくなります。



133

今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率
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沖縄県（大東島地方）

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率 （30年超過確率）

沖大東島南北大東島

地図概況

島内の地盤増幅率は概ね一様と考
えられています。確率・震度は小さく
なっています。

なお、モデル計算条件により確率が
ゼロのメッシュは、白色に表示されて
います。
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今後30年間にその値以上の揺れに見舞われる確率が3%となる震度

表層地盤増幅率

沖大東島南北大東島

沖大東島南北大東島




